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35）福島正義, 岩久正明：永久歯テトラサイクリン変色

歯の疫学. 第12回日本歯科審美学会学術大会, 福岡,
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業績目録（平成13年度）

－153－

153

育」. 文部科学省 歯と口の健康つくり推進指定校
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他」. 鶴見大学ワークショップ講演,  神奈川, 12/22-

23, 2001.

44）福島正義：特別講演　変色歯・着色歯への対応－疫
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第10回JKYB健康教育ワークショップ, 大阪, ８/22-

24, 2001.

18）岩 久 正 明 ： 「 新 世 紀 に お け る Health Care

Professionalとしての歯科技工士の役割」. 新潟大学

歯学部附属歯科技工士学校創立25周年記念講演, 新

潟, ９/15, 2001.

19）岩久正明：「自然の歯を美しく保つために」. 日本

歯科保存学会「市民フォーラム」講演, 東京, ９/29,

2001.
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26）武井典子：「ライフスキルを育む歯と口の健康教

育」. 文部科学省 歯と口の健康つくり推進指定校
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蝕学・歯周病学研究連絡委員会シンポジウム, 東京,

７/19, 2001.

３）福島正義：市民フォーラム「美しい歯をつくる　ヘ
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ザ・クインテッセンス, Vol.20, No.１, 175-177頁, 

2001.

２）福島正義：疾患構造からみた21世紀の齲蝕: 歯界展

望 増刊号「歯科医学と健康の創造」, 96-97頁,

2001.

３）福島正義, 福田　敬, 今村麻枝男, 戸川紀子, 岩久正
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